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x · a; y ¸ b
(x:低評価グループに属する項目の平均値,y:高評価グ
ループに属する項目の平均値）
(a,b:決められた項目の平均値）
a,b項目を実行しないと要求分析に大きな支障をきた
す恐れがある項目として設定する。このようにして分け
られたグループを１つにして実行項目とする。事後評価
のデータも同様にして平均値まで求める。最後に事前評
価と事後評価の差を求めて、それを推移とする。
5 分析結果
準備フェーズでの分析結果は以下のようになった。事
後評価で得られた項目数は 24項目。
平均値の推移 項目数
-1以下 1
-0より大きく-1未満 10
+0以上+1未満 15
+1以上+2未満 4
+2以上 2
Table 1 推移とその項目数
左の列が平均値の推移を表し、右の列がその推移に属
した項目数である。
6 評価方法
どの項目が依頼者から聞き出すべき項目なのかを調べ
るために以下の評価方法を用いる。フェーズ開始前に取
得する事前評価のデータとフェーズ終了後に取得する事
後評価のデータの推移から評価する。低評価から高評価
に推移していた場合、その項目は見落とされやすい項目
である可能性が高いことになる。アンケートの結果を考
慮しながら高評価から低評価に推移した場合と低評価の
ままだった項目を考察する。アンケートの結果で重要だ
と判断された項目は非常に見落とされやすい項目である
可能性が高いことになる。高評価のままだった場合は本
システム開発では明らかに重要だった項目となる。
システム開発に与える効果についての評価方法は現場
観察とアンケートから収集した定性的なデータと各項目
の重要度をもとに考察する。
7 考察
分析結果で最も高い推移（平均値推移：+2.4）が見ら
れた項目について考察をする。「本システム開発に関わる
人に直接インタビューすることは可能かを確認すること」
がその項目内容である [1]。この項目を実行する前提条
件として本システム開発に関わる人が誰なのかを知る必
要がある。この項目を実行しようとすることで、この前
提条件に気付くことが出来るのではないかと考える。加
えて、どの人がどの程度、本システム開発に関して重要
な役割を持っているかを確認出来るという隠れたメリッ
トがあると考えられる。このように項目を実際に実行し
てみることで隠れている情報が分かることが高い推移に
なった要因だと考えている。
この結果からチェックリストによる支援が開発の準備
段階で有用性があることが分かった。1つの項目を実行
することで得たい情報に加え、さらに多くの必要な情報
を得られるということは要求分析を行う上で非常に重要
である。今後、要求獲得段階、引渡し段階での分析結果、
考察も期待できると考える。
8 今後の課題
今回の調査では単にプログラミング技術がある人を対
象としたシステム開発で実験を行ったが、実際のシステ
ム開発でこの研究を行えればさらに応用性のある結果が
得られると考えられる。すなわち、要求分析の支援効果
が実証されれば今後のシステム開発で発生する要求分析
段階でのミスの発生率の減少が期待させる。また今回は
開発側から依頼者側へという形の要求分析についての調
査だったが、依頼者側から開発側へという形の研究を行
うことで開発側と依頼者側のシステム開発での関連性に
ついてより貢献性の高い研究結果が得られるだろう。
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